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“協働”する新しい関係作りを語り合う 

 

セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
は
、
市
内

の
関
係
者
に
送
り
ま
し
た
が
、

参
加
率
が
70
％
以
上
と
高
く
、

「
市
内
福
祉
関
係
機
関
」
、

「
連
合
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
長
」
、
「
民
生
委
員
・

主
任
児
童
委
員
」
が
多
く
出
席

し
、
福
祉
に
関
す
る
関
心
の
高

さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。 

福
祉
関
係
者
・ 

 
 

地
区
関
係
者
の
意
識
高
く 

 

社
協
で
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
に
対
し
て
、
設
立
や

運
営
の
相
談
支
援
、
活
動
費
の
一

部
助
成
等
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
お
気
軽
に
社
協
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
の
方
な
ど
が
、
近
く
の
自
治
会

館
等
に
集
ま
っ
て
楽
し
い
時
間
を

一
緒
に
過
ご
す
場
所
。
そ
れ
が

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
で
す
。 

 

 

今
、
市
内
で
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

H26年9月末 111 

H27年3月末 115 

サロン数の変移 

４サロン  

 増加! 

 

 

「
今
は
若
く
て
好
き
な
こ
と
が
で

き
て
い
る
が
、
10
年
も
す
れ
ば
、

サ
ロ
ン
に
来
て
い
る
み
ん
な
、
見
守

り
が
必
要
な
年
齢
に
な
る
。
そ
の
時

の
た
め
に
、
声
を
か
け
あ
う
場
所
を

作
っ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
。
」 

 

「
自
治
会
が
あ
る
が
、
寄
っ
て
活

動
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
か
っ
た
。

せ
っ
か
く
の
集
ま
り
を
活
か
そ
う
と

い
う
声
が
あ
が
り
、
自
治
会
が
中
心

に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
。
」 

 

ど
の
サ
ロ
ン
も
自
分
た
ち
で
地
域

を
変
え
よ
う
と
動
き
出
し
ま
し
た
。 

で
き
る
こ
と
を
今
か
ら
自
分
た
ち
で 

 合言葉は 

“がんばりすぎず、楽しく！” 

増加中 

 

3
月
24
日
（
火
）
ひ
ま
わ
り

セ
ン
タ
ー
で
、
社
協
主
催
の
「
ど

う
な
る
丸
亀
の
未
来
２
０
１
５ 

社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
１
０
０
名
。
日
本
地

域
福
祉
研
究
所
の
大
橋
謙
策
先
生

に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、
丸
亀
市

連
合
自
治
会
長
の
岩
崎
正
朔
氏
、

救
護
施
設
萬
象
園
理
事
長
の
守
家

敬
子
氏
、
観
音
寺
市
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
の
篠
原
唯
良
氏
に

ご
登
壇
い
た
だ
き
、
地
域
の
活
動

や
事
例
を
通
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス 

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

活
動
発
表
や
議
論
の
中
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
“地
域
福

祉
”。
住
民
、
行
政
、
社
協
、
施

設
等
が
協
働
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
生
か
し
た
新
し
い
関
係

作
り
が
必
要
」
だ
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。 

社
協
へ
期
待
す
る
こ
と 

●
住
民
と
行
政
が
支
え
あ
っ
て

福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
   

な
ど 

参
加
者
の
声 

●
“
社
協
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
”
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。 

●
市
と
協
働
し
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
を
し
て
ほ
し
い
。  

  

な
ど 
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 ①
部
署
・
役
職 

②
担
当
地
区 

 

③
趣
味
・
特
技 

★
印
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

 8(水) 9：00～ ★介護相談（ひまわりセンター） 

 9(木) 9：00～ 
★法律相談 

 （飯山総合保健福祉センター） 

 14(火) 9：00～ ★法律相談（ひまわりセンター） 

 22(水) 9：00～ 
★法律相談 
 （綾歌保健福祉センター） 

 28(火) 9：00～ 
★司法書士相談 

 （ひまわりセンター） 

４
月 

行
事
予
定 

岩﨑 
いわさき  

美惠子
み え こ

 三谷
み た に

 幸代
さ ち よ

 

 

２

月

21

日
（
土
）
・

22

日

（
日
）
の
２
日
間
、
日
本
地
域
福

祉
研
究
所
主
催
「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
実
践
者

養
成
研
修
ス
テ
ッ
プ
２
」
に
、
職

員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
伴
走
型

支
援
を
展
開
す
る
専
門
職
に
は
、

今
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

夏
の
ス
テ
ッ
プ
１
に
引
き
続

き
、
今
回
の
ス
テ
ッ
プ
２
は
、
住

民
や
他
職
種
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
や
社
会
資
源
の
開
発
等
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
推
進
に
不

可
欠
な
技
法
の
修
得
・
向
上
を
目 

 支援調整会議の主催者は誰か、どのような関係機関を呼ぶ
のかなどを話し合い、シナリオを考えた後、模擬的に20分間
演技をしました。 

 日本地域福祉研修所独自の開発プログラムでステップアップ！！ 

丸亀社協「あすたねっと」の支援事例で 

全国の困難事例の中から 

ステップアップ研修！！ 

①
地
域
福
祉
課 

②
城
乾
・
飯
野
・
垂
水
地
区 

③
旅
行
が
好
き
で
す
。
各
地
を

巡
り
、
そ
の
土
地
の
美
味
し
い

も
の
を
食
べ
温
泉
に
入
り
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
私
の
元
気
の
源
で
す
。  

①
地
域
福
祉
課 

②
広
島
・
栗
熊
地
区 

③
子
ど
も
の
野
球
の
応
援
に
慌
た

だ
し
く
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
大

き
な
声
で
応
援
し
て
い
る
と
ス
ト

レ
ス
発
散
に
も
な
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

氏名 異動前  異動後 

南 俊平 介護事業課課長 → 事務局次長 

久保田 代里子 介護事業課担当長 → 介護事業課課長 

米田 純子 地域福祉課担当長 → 介護事業課担当長 

担当長以上の人事異動は以下のとおりです。 

今年度もよろしくお願いいたします。 

指
し
た
研
修
内
容
で
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
参
加
者
が
、
持
ち

寄
っ
た
全
国
の
事
例
の
中
か
ら
、

「
あ
す
た
ね
っ
と
」
で
支
援
し
て

い
る
丸
亀
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
役
割

演
技
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

●
市
の
職
員
等
、自
分
と
異
な
る
役

割
を
演
じ
合
う
こ
と
で
、社
協
を

違
っ
た
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

●
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
実
践
は
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、住
民
を

巻
き
込
ん
だ
地
域
の
支
援
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

●
支
援
調
整
会
議
の
流
れ
を
予
測

す
る
こ
と
で
、よ
り
具
体
的
か
つ
実

践
的
な
練
習
に
な
り
ま
し
た
。 

●
志
を
共
に
し
た
全
国
の
い
ろ
い
ろ

な
職
種
の
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

地
域
福
祉
の
全
体
像
と
現
状
を

把
握
・
分
析
し
、
地
域
福
祉
を

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
く
力
量
を
備
え
た
職
員
の
育
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

参
加
者
の
感
想 


